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最新需給状況

案件増加率が過去5年で最大を示しています。
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Java案件数・ひとり当たり案件数・日経平均 推移

年度毎にAPJが減少

コロナ特需ピーク

案件数は株価と連動、急激に増加
APJも株価ほどではないが急増

(Anken Per Jinzai)

2021年度 202２年度 202３年度 2024年度 2025年度

底打ち



案件数は株価と連動し、急激に増加

株価ほどではないがAPJも急増

- 案件の増加率は5年間で最大

- 案件の増加 ＞ 人材提案の増加



提案EXPORT ChatGPT

ChatGPTでResults.提案データを分析

（参考）Results. では、個人情報の一括ダウンロード機能はデフォルトOFFです。

(Java)



１） 提案EXPORT

２） 不要データ削除

（提案EXPORTは機能有効化が必要）



3） プロンプト
## 需給分析
- excelファイル中のシート「人材」と「案件」を用いて需給分析を行います。

- どの条件の人材が枯渇していて、どの条件の人材が余っているなどを簡潔にレポートしてください。
- データから特徴的な傾向があれば提示してください。

## カラム説明
- シート「人材」

fc: 1固定
money: 単金
country_i: 国籍

0=記載なし（日本国籍として扱う）
1=日本国籍
2=外国籍

type_i: 雇用形態
0=記載なし
1=社員
2=契約社員（社員として扱う）
3=個人事業主

layer_i: 商流
0=記載なし（1社以上先要員として扱う）
1=所属要員
2=1社以上先要員

age: 年齢
- シート「案件」

fc: 0固定
money: 単金
country_i: 国籍制限

0=記載なし（外国籍受入可として扱う）
1=外国籍不可
2=外国籍受入可

layer_i: 商流制限
0=記載なし（再委託不可として扱う）
1=再委託不可（人材側の「所属要員」だけが対象、「個人事業主」は1社先からの再委託となるため対象外）
2=再委託可（人材側の「所属要員」すべてと、1社以上先の「社員・契約社員」までが対象となる）

age: 年齢制限

## 補足
- 以下条件のいずれかを満たすデータは処理しない。

- 単金 < 400000
 - 単価が不明
- 単価は案件の要求レベル、人材の技能レベルを示しており、が20%乖離した場合、案件と人材は適合(マッチ)しない。



• 全体的には供給過多

• ANDが多い高単価帯案件は厳しい

• 中低単価帯は供給が厚い

※ 案件と人材で単価記載率に差があるため
単純に需給比較はできません。
単価基準の需給調査は、絶対値ではなく、
相対値で判断した方がよい。



外国籍不可、貴社所属まで、70万の案件で人材は獲得できますか？

PCRが重要だと言ってます。





Java 首都圏 商流指定なし

Java 首都圏 商流指定:直
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提案EXPORTに「テレワーク」列がないため

近々、改修しておきます。

他にも機能追加のリクエストがあればご連絡ください。

某ご利用者様からのリクエストを受け、検索条件テレワークは、
テレワーク／フルリモートを区別して検索できるよう改修を進めています。



出社回帰 詳細データ

データから傾向はわかるのですが「なぜ、こうなるのか？」までは、

わかっていません。皆さまの考察に期待します。



リモート案件はオンサイトに比べて単価が高い
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- 出社回帰が先行していると思われるレガシー企業の単価が安い説

- 付加価値の高い人材がリモートを希望するため出社回帰できない

仮説



フルリモート人材は単価分布幅が広い

オンサイト人材は単価が安い
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インフラ年齢・単価分布・中央値
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Web年齢・単価分布・中央値
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- 単価設定に所属会社が強く影響している

- 人材が案件の選択権をもっている

- 地方人材やライフスタイルなど、フルリモートMUST人材

仮説

フルリモート人材は単価分布幅が広い

オンサイト人材は相対的に単価が安い



人材需要の変化で起こること



Results.Magazine.2025年第2四半期号



成果 ＝ 需要の大きさ × 営業活動生産性

対象案件の数量が減少 人材情報配信の効果減少

需要減少と生産性減少

案件配信事業部調達 フリー提案検索＜ ＜

SIer案件担当者の調達労力

事業部調達で充足することが増え、案件配信とフリー提案検索の頻度は減少



案件が1０％減少した場合、成果減少は等直線ではなく

わずかな需要減少でも影響が大きくなることがある

- 情報配信に傾倒している会社は影響を受けやすい

- Results.ご利用者様においては「黄色」プレートが顕著に増加

需要(+)

成果(+)

等直線減少 実際の成果減少

黄色プレート.png


人材需要の減少時、最初に起こることは

事業部調達ルートの案件配信増加による「商流劣後」です。

商流劣後による影響は、

契約単価の低下、個人事業主の成約率低下などです。

なお ・・・ 人材需要の減少期、案件側においては、

「案件配信よりもフリー提案の方が人材の質がいい」説

があります。

https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20250213.pdf#page=14
https://results-sys.jp/results/mails/search?f0=1&f1=1&f2=1&hd=1&search=1&threads=1&any=1&spn=7&demo=1


次期機能検討

いまどき、AIを謳わないと話題に上ることもないので

次期機能では、AI対応(SB2)を検討しています。



AIマッチングは「脱落」が課題

対象人材総数
スキルシート

取得 経歴抽出

100 90 ８１

様式偏り
マッチング精度

73

AIの適合度判定では
履歴書タイプが厄介

PDF罫線欠け
独自様式

（GEMINI > GPT）

スプレッドシート
添付パスワード

(多く見積もって)

たぶん60%程度

真っ先に思いつく



スキルシート解析やAIマッチングをこれまで提供していない理由

脱落を華麗にスルーしつつ、

「マッチしましたっ！！」

そして月額料金(AI使用料)が増えます。

母数100の適合検索 > 母数70のAIマッチング

「母数」は人材調達・営業の最重要パラメータ

成果比較



【事例】 調達母数がどれくらい大切か？



調達母数の効果（１）

Results.は母数拡大施策に、最大コストをかけています。



母数の効果（２）

とある中規模SI様からの依頼で
フルリモート・関西人材を採用したところ

同SI様の関西事業部から

「今後、関西事業部を支援頂けないか？」

・・・とのご相談を頂く。



(株)ツリーベルとの協業で次期機能を検討中

何かを始めるとき、必ず課している条件

母数70％
マッチング

母数100％
適合検索

次期機能 ＞ ＞

• 理論的に成果が見込める

• 業界健全化に期する

超えなければならないハードルが高いです。。。



【雑談】 AIや新規事業について思うこと



【雑談1】 技術継承

とある通信事業者グループ会社から「技術継承のため、

アイティ総研から社員の提案が欲しい」という、ご相談がありました。

ご相談の背景には、２５年を超える歳月により、

当時の担当者らの高齢化があります。

プライベートや隙間時間を使って片手間で作ったシステムが

２５年という歳月を超え、社会インフラとして続いていく・・・というのは、

きっと誰かの役に立っているという証拠なのだと思います。

• 来春までに優秀な若手採用が必須なので、採用ノウハウをお持ちの皆さま、ご支援ください。。。



【雑談2】 近い将来の１つの可能性

インターネット黎明期がそうであったように、新しい技術革新

は、まるで「カンブリア紀」のような

「試行錯誤の爆発」を促します。

しかし、当時の生命のほとんどが途絶えたように、

種の存続は容易ではありません。

さて、今回の技術革新と「試行錯誤の爆発」が何をもららすのか・・・

過去、インターネット普及による劇的なIT化は、属人的なEXCEL・ＶＢＡシステムを

量産し、保守困難なシステムとして長く企業を苦しめる負の資産となりました。

今日、AIによる劇的な生産性向上によって乱造される「ソフトウェア・サービス資産」

は、後世、同じように語られる可能性があります。

（システム・サービスの仕様を熟知し、AIを駆使し、維持・開発する人材が致命的に不足するかもしれません）



【雑談3】 AIとの付き合い方

()に隣接していません。
前後には空白があります。

和暦はありませんが？

やれやれ

メンタルの強さって必要だと思います。



適合検索の使い方



（１） 対象リストを作る

キーワード検索を有効化

キーワードを付与

対象リストを表示するプロジェクトを作る

（2） 適合検索（初日）

適合検索、プロジェクト登録

検索条件を修正する

（3） プロジェクトから検索（２日目以降）

再送メール「含めない」

日付順検索・適合検索



キーワード検索を有効化

「使用する」を選択

キーワード検索を使用すると、利用者定義の項目を検索条件にするすることができます。

例）
キーワード「Results.」が付与されたパートナーの提案を抽出
キーワード「口座」の値が“あり”になっているパートナーの提案を抽出

[メニュー][設定][管理][設定変更]



キーワードを付与

懇意にしているパートナーや実績のあるパートナーに
キーワードを付与してください。

キーワードは「単一キーワード」と「キー：値」の２種類がありま
す。詳しくはマニュアル「BP・担当者キーワード機能」を
参照してください。

[メニュー][設定][BP管理]

https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20240607.pdf
https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20240607.pdf
https://results-sys.jp/results/intro/manuals/doc_20240607.pdf


対象リストを表示するプロジェクトを作る

BP管理で付与したキーワードを検索条件に指定します。

キーワードを”|”(vertical bar)で区切ってOR検索を
指定することもできます。

「検索(メールリスト表示)」を押下すると、
キーワードが付与されたパートナーの案件メールのみ表示します。

[メニュー][プロジェクト]

調達対象種別、件名を適切に設定してください。



適合検索、プロジェクト登録

「L/S」列の「適合」を押下すると対象案件に合致する
人材リストを開きます。

「スキルサマリ」からスキルを選択してから「適合」を
押下すると必須スキルを指定して人材リストを開きます。

「プロジェクト」を押下すると、対象案件をプロジェクトに
登録して、繰り返し検索することができます。

[メニュー][プロジェクト][検索(メールリスト表示)]

「対象リストを表示するプロジェクト」で検索を行い、
案件リストを表示し、適合検索を行います。



検索条件を修正する

「かつ」で必須スキルを指定することがで
きます。

検索結果の人材が多い場合は、検索条件
を追加して絞り込んでください。

「適合スキル」は適合度として考慮するスキルです。
”|”(vertical bar)で区切って追加できます。

[メニュー][プロジェクト][検索(メールリスト表示)][適合] → 検索結果



再送メール「含めない」

２日目以降の検索は「再送メール」を「含めない」に
設定して新着メールのみを確認してください。

検索条件を変更した場合は「再送メール」を
「含める」に戻して過去メールを検索してください。

[メニュー][プロジェクト]



日付順検索・適合検索

[適合スキル]が設定されたプロジェクトでは、
[検索(適合順)]、[検索(日付順)]を選択できます。

「適合順」で検索すると「検索日数」に「当日」が設定されること
に注意してください。(日付順の検索日数は７日)

「案件リスト」のL/Sカラムからプロジェクト登録した場合、
「元提案」を押下して、プロジェクトの元となった案件を
探すことができます。

[メニュー][プロジェクト]



提案管理



案件または人材を配信すると

自動的にパートナーとのやり取りを管理

・ 営業担当者のレスポンス向上

・ 調達状況の社内共有

・ 事業部と状況共有



どのパートナーの、どの人材と、どこまで進んでいるか？ → 見ればわかる

事業部担当者のスキル結果は・・・？      → 見ればわかる

商談予定はいつだったか・・・？       → すぐにわかる

みなさんは、どうやって情報を整理共有していますか？



スレッドを表示

進捗
(AI対応予定)



【雑学・雑談】 SESの奇妙な商習慣 パート２



スキルシートがカオスな件

• 罫線切れはざら

• xlsやdocなどの古い形式のドキュメント

• xlmなど、マクロ付きドキュメント

• 入社応募書類をそのまま転用
(参画した案件のエンド社名、退職理由、希望年収などの記載も・・・）



少しがっかりした話

前回、講習・懇親会において、

企業名を明示した上でネット書き込みがあったとのことです。

情報の取り扱いには注意しましょう。



本日の参加者

66社 95名
属性 提案種別



ご清聴ありがとうございました。

みなさまの「気づき」の機会となれば幸いです。
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